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研究成果の概要（和文）：  知的障害特別支援学校において、児童・生徒のメンタルヘルスに関するニーズは高
く、学校もそれに応じた校内支援体制を作り、支援を実施してきている。スクールカウンセラーへの期待も高
く、スクールカウンセラーは知的障害のある児童・生徒に適応するための工夫をそれぞれが行なっているが、
個々の努力で行われており、教育や福祉サービスへの知識の不足などを考えれば、知的障害特別支援学校に勤務
するスクールカウンセラー向けの研修が必要である。担任との連携や勤務日数の課題については校内支援体制に
関わる重要な事項であり、都道府県市区町村単位で、知的障害のある児童・生徒のメンタルヘルスの支援体制を
検討する必要がある。

研究成果の概要（英文）：In special needs schools for children with intellectual disabilities, there 
is a high demand for addressing the mental health needs of students, and schools have established 
on-site support systems to meet those needs and provide assistance. School counselors are also 
highly anticipated in these schools, and each counselor makes efforts to adapt to the needs of 
students with intellectual disabilities. However, these efforts are made individually, and 
considering the lack of knowledge in education and welfare services, it is necessary to provide 
training specifically tailored for school counselors working in special needs schools for 
individuals with intellectual disabilities. Collaborating with homeroom teachers and addressing 
challenges related to working days are crucial aspects of the on-site support system, and at the 
prefecture and municipal level, it is essential to examine the support system for the mental health 
of students with intellectual disabilities

研究分野： 障害児者心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　知的障害特別支援学校における児童・生徒のメンタルヘルスに関するニーズは高いことが明らかとなり、知的
障害特別支援学校における校内支援体制とスクールカウンセラーの活用状況について基本的情報を提供すること
ができた。さらに知的障害のある児童生徒に適応したカウンセリングの工夫や課題が明らかとなり、スクールカ
ウンセラーに必要な研修、児童・生徒のメンタルヘルスに関する校内支援体制について提言をまとめることがで
きた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



 

 

様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
（１）知的障害のある子どものメンタルヘルスの状況 
知的障害のある子どものメンタルヘルスの問題（不安、うつ、強迫性障害、問題行動等）は一

般の子どもに比べ 3〜4 倍も発生率が高く（Emerson & Hatton, 2007）、3 分の 2 が成人になっ
てもメンタルヘルスの問題を抱えている（Einfeld et al., 2006）。しかしながら、知的障害のあ
る人へのカウンセリングは従来適切ではないと考えられ、支援や相談の対象外とされてきた
（Prout, 2013）。 
 
（２）知的障害特別支援学校におけるスクールカウンセリング 
 知的障害特別支援学校においてもスクールカウンセリングなどの教育相談ニーズがあること
が推測される。しかし、知的障害特別支援学校のスクールカウンセラーはその配置が少なく、そ
の校内体制・相談状況などの実態は不明であり、加えてスクールカウンセリング適用上の課題に
ついてもほとんど検討がなされていない状況にあった。 
 
２．研究の目的 
上述した背景から、本研究では知的障害特別支援学校の児童・生徒に対するスクールカウンセ

リング活動の実態と適用上の課題を明らかにし、それらに関連する基本的なデータを提供する
ことを目的とした。目的を達成するための課題は以下の３つであった。 
課題１：知的障害特別支援学校におけるスクールカウンセリング活動の実態（スクールカウンセ
ラーの配置校数、校内体制、相談内容、相談の工夫と課題）を明らかにする。 
課題２：知的障害のある児童・生徒へカウンセリングを実施する場合の適用上の工夫と課題（心
理アセスメント・カウンセリング実施）について明らかにする。 
 以上の２点の課題から、知的障害特別支援学校におけるスクールカウンセリングの基本的な
情報と課題を整理し、提言へと結びつける。 
 
３．研究の方法 
（１）知的障害特別支援学校におけるスクールカウンセリングの実態 
 ①全国の知的障害特別支援学校 775 校へのアンケート調査を実施した。調査内容は、児童生徒

のメンタルヘルスと精神疾患の診断状況、児童生徒のメンタルヘルスに関する校内支援体制
状況、スクールカウンセラーの派遣・配置状況と期待する業務内容などであった。 

 ②知的障害特別支援学校でスクールカウンセリングを行なっている学校への訪問調査を実施
した。調査内容は、知的障害特別支援学校における児童・生徒のメンタルヘルスのニーズ、
校内支援体制状況、スクールカウンセラー活用状況であった。 

 ③全国の特別支援学校におけるスクールカウンセラー派遣状況の文献調査を実施した。文部
科学省の「スクールカウンセラー実践活動事例集」および「特別支援教育資料」をもとにス
クールカウンセラーの派遣・配置状況について整理した。 

 
（２）知的障害のある児童・生徒へのアセスメント・カウンセリングの適用上の課題と工夫 
 ①知的障害特別支援学校のスクールカウンセラーへのアンケート調査を実施した。主に、児

童・生徒の相談ニーズの把握の工夫、児童・生徒の相談面接時の工夫、保護者の相談面接時
の工夫、教職員へのコンサルテーションの工夫、スクールカウンセリング上の課題について
調査した。 

 ②知的障害のある児童・生徒への心理支援の事例検討を実施した。知的障害のある児童・生徒
への心理支援について複数事例検討を実施し、アセスメントと心理支援の実施に関する工夫
と課題を整理した。 

 
４．研究成果 
（１）知的障害特別支援学校の児童・生徒のメンタルヘルスの状況 
 調査に協力した学校 261校のうち、学校にメンタルヘルスに不調がある児童生徒いる学校 235
校（90.0%）で、そのうち精神疾患の診断を受けている児童・生徒が在籍している学校 169校（64.8%）
だった。加えて、問題行動を示す児童・生徒が在籍した学校は 236校（90.4%）であった。ほと
んどの学校において、児童・生徒にメンタルヘルスのニーズがあることが明らかとなった。 
  
（２）知的障害特別支援学校の児童・生徒のメンタルヘルスに関する校内支援体制 
 調査に協力した学校 261 校のうち、児童生徒のメンタルヘルスについて校内委員会で取り扱
っている学校は 194校（74.3%）であった。校内委員会の構成は、教頭、養護教諭、校長、担任、
部主任、生徒指導担当教員、特別支援教育コーディーネーター、学年主任、主幹教諭、副校長、
スクールカウンセラー、寄宿舎職員、自立活動専任教員などであった。地域の学校の校内委員会



 

 

と同様の構成であることに加え、特別支援学校なら職員として、寄宿舎職員や自立活動専任教員
が加わっていることがわかった。 
 調査に協力した学校 261 校のうち、スクールカウンセラーが配置されている学校は 143 校
（54.8%）であった。一方で、文科省が公表している資料を分析し、スクールカウンセラーが配
置されている特別支援学校の割合を調べたところ、公立の特別支援学校数 1087 校中、スクール
カウンセラーが配置されている特別支援学校は 360校（33.1%）であった。特別支援学校にスク
ールカウンセラーを 1校以上配置しているのは 35 の都道府県と指定都市で，1校もスクールカ
ウンセラーを配置していない都道府県と指定都市は 33であった。文科省の公表している資料か
らは、特別支援学校のスクールカウンセラーの配置は他の学校種に比べ、かなり低く、また地域
間格差が著しいことが明らかとなった。 
 
（３）スクールカウンセラーに期待する業務 
 スクールカウンセラーに期待する業務の主要なものは次のとおりであった。知的障害のある
児童・生徒のカウンセリング、保護者の相談、教師へのコンサルテーション、知的障害のある児
童・生徒のメンタルヘルスに関する予防的支援、研修や講演会、問題行動への対応、不登校への
対応、知的障害のある児童・生徒の実態把握、障害特性に関する専門的な助言、校内教育相談体
制への貢献、外部機関との連携、教師と保護者とのコーディネーション、いじめへの対応、教師
間のコーディネーションであった。知的障害特別支援学校の訪問調査では、高等部の生徒たちへ
のカウンセリングによりニーズがあることがわかった。 
 
（４）知的障害特別支援学校におけるスクールカウンセラーの業務 
 知的障害特別支援学校に勤務するスクールカウンセラーが主に行なっている業務は、面談と
コンサルテーションであり、学校から期待されている業務は面談、コンサルテーション、予防的
支援（授業参観による実態把握や問題の早期発見、ストレスマネジメントなどの授業協力など）
であった。 
 校内支援委員会にはスクールカウンセラーはあまり参加できていないものの、学校内でスク
ールカウンセラーの意見や考えが学校の支援体制により反映されていると考えている回答が多
かった。また、教員との情報共有についてもよくなされていた。 
 
（５）知的障害のある児童・生徒の相談内容 
 児童・生徒のスクールカウンセラーへの相談内容の主要なものは、友人関係、家族との関係、
主訴ははっきりしないが情緒の不安定さ、自己理解、進路、教師との関係であった。 
 
（６）知的障害のある児童・生徒へのカウンセリングの工夫 
 スクールカウンセラーが知的障害のある児童・生徒にカウンセリングを行う際に工夫してい
ることとして、傾聴を重視すること、具体的な行動を助言すること、労いの言葉をかけること、
具体的に見通しを立てること、緊張を和らげるための取り組みをすること、知的能力の特性を踏
まえた方法をとること、行動の機能や相互作用を客観的に把握・説明することなどが挙げられた。
スクールカウンセリングを実施する上での具体的な工夫は、以下のように整理できた。 
① カウンセリングや相談室のイメージを持ってもらうための工夫：写真などの視覚的な支援を
使用すること、スクールカウンセラー便りにルビを振ること、新入生全員面接の実施時にカ
ウンセリングの意味や利用方法を伝えること 

② 信頼関係を作るための工夫：普段から児童・生徒と会話することを心がけること、給食を共
にとること、校内巡回をすること 

③ カウンセリング実施の工夫：導入にアイスブレイクの活動の設定、児童・生徒の好きそうな
ことを話題にすること、面接時間を短めに設定すること（30分程度）、カウンセリングに慣
れない児童・生徒の場合は教員に同席してもらうこと、具体的に話すこと、児童・生徒の話
したことについて「こんなことかな」と確認をすること 

 
（７）知的障害特別支援学校におけるスクールカウンセリング活動の課題 
 スクールカウンセラーがカウンセリング活動を行う上で課題と感じていることは、特別支援

学校（知的障害）の就労に関する実習や卒業後の就労への知識の不足、福祉サービスや福祉の制

度の知識、担任との連絡・連携の方法、配置・派遣日数、特別支援学校（知的障害）教育課程の

知識の不足などであった。通常のカウンセラーとしての教育・研修では特別支援学校の教育課程

や就労、福祉制度やサービスの知識を得ることはできないことから、知的障害特別支援学校に勤

務するスクールカウンセラーには独自の研修の必要性があることが明らかとなった。さらに、担

任との連絡・連携、配置・派遣日数など校内支援体制に関わる課題も見出された。 

 

（８）知的障害特別支援学校におけるスクールカウンセリングに関するまとめと提言 

 知的障害特別支援学校において、児童・生徒のメンタルヘルスに関するニーズは高く、学校も

それに応じた校内支援体制を作り、支援を実施してきている。スクールカウンセラーへの期待も



 

 

高く、スクールカウンセラーは知的障害の児童・生徒に適応するための工夫をそれぞれが行なっ

ているが、個々の努力で行われており、教育や福祉サービスへの知識の不足などを考えれば、知

的障害特別支援学校に勤務するスクールカウンセラー向けの研修が必要である。担任との連携

や勤務日数の課題については校内支援体制に関わる重要な事項であり、都道府県市区町村単位

で、知的障害のある児童・生徒のメンタルヘルスの支援体制を検討する必要がある。 
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